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薬師寺からイカロス?
　世界遺産にも登録されている薬師寺（奈良市）
は、和銅 3 年（710）の藤原京からの遷都にとも
なって平城京内に造営され、今も法灯を保つ名刹
です。しかし、火災によって当初の建物のほとん
どは失われ、東塔しか現存していません。東塔は
110 年ぶりに解体修理が行われ、一昨年春その完
成を祝う落慶法要が行われたばかりですが、薬師
寺では昭和の時代から失われた堂塔を再建し、当
初の伽藍の復興を目指してきました。筆者が令和
4 年度末まで勤務していた奈良文化財研究所（以
下、奈文研）では失われた堂塔に関するデータの
提供と、学術的な研究を目的として伽藍内の発掘
調査を継続的に実施してきました。
　平成 24 年（2012）、薬師寺の伽藍北方の十字廊
跡でおこなわれた奈文研による発掘調査（平城第
500 次調査）において、不思議な破片が 4 点出土
しました（図 1）。復元形が円形をなすことから、
発掘現場では軒丸瓦の一部と認識され、出土瓦の

整理・調査をおこなう奈文研内の研究室に持ち帰
られました。しかし、洗浄後の観察の結果、それ
らは瓦ではなく、特別な意匠が表された焼きもの、
陶製品であると判断されたのです。また、遡ると
薬師寺の伽藍北西部を調査した昭和 49 年（1974）
の第88－21次調査や昭和 53 年（1978）の第103－ 
23 次調査でも同様の破片が 1 点ずつ出土してい
たことも確認されました。これらあわせて 6 点の
破片（以下、出土破片と略記 図 2）を併せ見ると、
円盤に翼を広げた人物が横向きに空を飛ぶ姿が浮
き彫りで表現されること、その文様は手彫りでは
なく型に粘土を詰めて表されていることがわかり
ました。「翼を持つ人物が空を飛ぶ」といえば、
ギリシャ神話の「イカロスの翼」の逸話を思い起
こす方も多いでしょう。ミノス王のために迷宮ラ
ビュリントスを築いた職人ダイダロスは、後に王
の怒りを買って息子イカロスと高い塔に幽閉され
てしまいました。窓にやってくる鳥の羽を集め、
それを蝋で固定して翼を作り、塔からの脱出を試
みます。父は息子に「蝋が溶けてしまうから太陽
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に近付かないように」と諭すのですが、イカロス
は調子に乗って空高く飛び続け、やがて蝋が溶け
て翼を失うと海へ落下して命を落としました。こ
の物語は、人間の技術への過信や驕りを戒める教
訓ともいわれています。しかしながら、このイカ
ロスの出土破片は、調査直後の段階では、そもそ
も何の破片なのかわからないまま、収蔵庫に収め
られることとなりました。
　その後、令和元年（2019）、再調査のために薬
師寺の出土品が収蔵庫から研究室に運び込まれま

した。その少し前に奈文研に異動してきた筆者
は、この時初めて出土破片を目にし、イカロスを
配した円盤周囲にめぐる外縁にある文字や、裏面
にスタンプで捺された文字に注目しました。破片
なので文字も断片的ではありましたが、表・裏 
面に刻まれている文字はいずれも基本的には右 
から左への横書きで、表面外縁には「日本帆走」

（図 2-c）「飛行競」（図 2-e）「大會」（図 2-f）、裏面
中央には「五九八」（図 2-a）「行協会/飛行聯盟」 

（図 2-d）、それとは別に下方に縦書きで「生駒製」

図 1　不思議な破片の出土地・関係図
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（図 2-c）の文字が読み取れました（ は部分的に
残る文字）。いったいこれは何なのか ? イカロス
文様の焼きものがなぜ仏教寺院である薬師寺から
出土したのだろうか ? 謎が謎を呼ぶ状態でした。 

インターネットで手掛かり発見
　そんなある日のこと、業務時間を終えた筆者
は、ふとこの出土破片にあった表裏面の文字を文
字通り「ググって」みたのです。いろいろなやり
方で検索していくうちに、カナダ・トロント日本
商工会のホームページに掲載されていた伊達のり
子さん（以下、のり子さんと表記）による随筆に
行きあたりました（HP リニューアルのため現在
は閲覧不可能）。その随筆には桐箱に納められた

「第 1 回全日本帆走飛行競技大会（以下、第 1 回
大会と略記）」の金属製メダルの写真（図 3）と、

のり子さんの御母堂である伊達（旧姓 野口）種子
さん（1921-1999 以下、種子さんと表記）と第 1 回
大会の関わりについて書かれていました。この随
筆に出逢えたことが、出土破片の謎解きの扉を開
くきっかけになりました。というのも、第 1 回大
会の金属製メダルのデザイン（図 4）と出土破片の
デザインには多くの共通点があったため、この出
土破片が戦前の帆走飛行、すなわちグライダーの
大会に関するものだと推定できたからです。桐箱
に貼られた当時のシールから、裏面の「生駒製」
の文字は現在も大阪で営業を続けている生駒時計
店で製造されたことを示すことがわかりました。
しかし、文様の共通性だけでは、第 1 回大会の桐
箱に納められた金属製メダルに対し、焼きもので
ある出土破片はメダルに代わる公式のものとして
制作されたのか、お土産ものなど非公式のものと
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図 2　薬師寺出土品
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して制作されたのか、判断つきません。そこで、
さらに詳しく調べていきました。
　しばらく、コロナ禍でもあり、のり子さんや間
を取り持ってくださった航空史家の古谷眞之助氏
他とメールのみで情報をやり取りするなか、第 2
回全日本帆走飛行競技大会（以下、第 2 回大会と
略記）の陶製プレートが日本航空協会に所蔵され
ていることが古谷さんを通して知らされました

（図 5）。出土破片の完形品がついに発見されたの
です。その後、日本航空協会の苅田重賀部長のご
教示により同協会が所蔵する「航空遺産」内に、
陶製プレートのほか、金属メダルを使用した第 1
回大会の委員章（図 6）や第 1 回および第 2 回大
会のプログラム（図 7・8）なども保管されている
こともわかりました。
　陶製プレートの完形品と出土破片は同じ型に

図 4　金属製メダルの表・裏

図 3　  桐箱に保管されていた金属製メダル 
（伊達のり子氏旧蔵、現在は奈良文化財研究所所蔵）
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よって制作されたもので、表面外縁の文字は「第
二回全日本帆走飛行競技大会」、裏面の文字は 

「皇紀二五九八年/帝國飛行協會/日本帆走飛行聯
盟/生駒製」であったと確定できました。また、
完形品の表面には、翼部分に茶色、イカロスの背
景の雲に白色、それ以外の部分には透明の釉薬が
施されていたこと、プレート上部の穴に紐を通
し、壁に掛けられる仕様だったことも確認できま
す。また、日本航空協会に一緒に保管されていた
収納箱にも注目しました。段ボールを芯にした紙
製の箱は一部破れなどがありますが、蓋上面には
端正な字で「皇紀二五九八年/第二回全日本帆走
飛行競枝（原文ママ）大會/帝國飛行協會/日本帆走
飛行聯盟」と書いてありました。金属製でなく焼
きものであっても、主催者が公式に準備したもの
であることがこの蓋によって証明できます。な
お、戦前によく用いられた「皇紀」は神武天皇即
位年を基準にした年の表し方で、皇紀 2598 年は
昭和 13 年（1938）にあたります

　ここまでをまとめますと、この陶製プレート
は、現在の日本航空協会の前身である帝国飛行協
会（大正 2 年（1913）発足）と、東京日日新聞およ
び大阪毎日新聞が日本各地のグライダークラブを
統合して発足させた民間団体 日本帆走飛行聯盟

（昭和 10 年（1935）発足）との共催により、昭和
13 年（1938）に開催された第 2 回大会にともない、
公式に制作されたものと結論づけられます。

‌‌陶製プレートが記念していた‌
戦前の航空スポーツとは
　そもそも「帆走飛行」とは動力を持たない滑空
機、いわゆるグライダーが気流を利用して滑空す
ることを指します。離陸時にはゴム索や飛行機に
よる曳航など別の動力が必要ですが、飛び立った
後は動力を使わずに上昇気流を利用して長時間飛
行することが可能です。大会の出場者や競技会の
様子など具体的な様子は、日本航空協会所蔵のプ
ログラムや当時の雑誌に掲載された大会観戦記や

図 7　第 1回大会プログラム（日本航空協会所蔵）
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図 6　  第 1回大会委員章 
（日本航空協会所蔵）

図 5　陶製プレート（日本航空協会所蔵）
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参加記などから知ることができます。第 1 回大会
は昭和 12 年（1937）5 月 23 日から 5 日間の日程
で参加者 19 名・参加機 9 機、第 2 回大会は昭和
13 年（1938）8 月 17 日から 9 日間の日程で参加者
12 名・参加機 9 機でおこなわれました。
　大会では、まず機体を並べた盾津飛行場（大阪
陸軍飛行場 現東大阪市）で開会式（図 9）を挙行
した後、いったん解体した機体をトラック等で運
搬し、生駒山頂に運び上げました。生駒山上のグ
ライダー場は当時 3 千坪ほどの狭さだったそうで
すが（昭和 15 年（1940）に拡張整備、現在の生駒
山上遊園地駐車場）、大阪湾から吹きつける西風
によって強い上昇気流が生じやすい好条件から理
想的な立地だったようです。機材を組み直した
後、ゴム索を使って離陸すると、西方約 4 マイル

（約 6.4 km）の盾津飛行場を着陸地点として、滑
空距離・獲得高度・滞空時間を競いました。京都
のほうまで風に流されてしまった失格機のために
慌てて迎えのトラックを手配して差し向わせた

り、10 時間近くも飛び続ける強者がいたり、せ
わしい現代ではなかなか再現不可能な競技会とも
言えましょう。
　この昭和 10 年代前半の日本ではグライダーが
大変人気を博し、大学をはじめ国内各地でグライ
ダークラブが設立されました。今のように空を見
上げればひっきりなしに飛行機が飛び交うのを目
にする現代と違い、当時は飛行機が珍しい時代で
す。大阪毎日新聞社と東京日日新聞社が主導して
日本帆走飛行聯盟を設立した昭和 10 年（1935 年）
には、日本が手本としていたグライダー大国 ド
イツから「滑空王」ウォルフ・ヒルトが招かれ、
日本各地で技術指導だけでなく模範飛行が開催さ
れ一般の人々にも大いに人気を博しました。田園
地帯にあった盾津飛行場でおこなわれたヒルトの
公開飛行にはこの時代に 3 万人もの観衆が集まっ
たというのですから、いかに人気が高かったかが
わかります。第 1 回および第 2 回大会時の観覧客
数は不明ながら、郵便局の臨時出張販売所が設け

図 8　第 2回大会プログラム（日本航空協会所蔵）
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図 9　第 2回大会開会式の様子
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られ記念ハガキが販売されているあたり、多くの
集客が見込める一大イベントだったようです。昭
和 12 年（1937）には朝日新聞社パイロットの飯沼
正明が同社の訪欧機である神風号で東京・ロンド
ン間を当時の世界最速記録で飛行したという
ニュースには日本全体が熱狂し、航空に対する関
心や注目が大変高まった時代だったのです。
　ただし、グライダーの普及には当時の軍部の思
惑や国策との関係もあったことは見逃せません。
第一次世界大戦（1914-1918）で飛行機が軍用と
して初めて本格的に使用されると、日本の軍部も
その戦略的重要性に着目します。昭和 6 年（1931）
の満州事変後には愛国飛行機献納運動として、広
く寄付金を募ったり、寄付金付の愛国切手や航空
愛国運動の絵はがき（図10）を販売したりして、
飛行機購入費用を陸軍・海軍に寄付する運動が 
全国的に展開されました。第 1 回大会の委員章

（図 6）において、メダル上部の長方形部材には
上段に「愛國」、下段に「全日本帆走飛行競技大 
會」の文字が見えますが、「愛國」は「航空愛国運 
動」を指すものでしょう。同時に、航空への国 
民、特に若い層への興味や関心を喚起するため、
児童や青少年に対して軍人が飛行機の重要性を 
説いたり、昭和 12 年（1937）には中等学校 3 年 

（16 歳）の教育課程において滑空訓練を課すべく
教員養成や教材機の開発なども始められたりして
います。
　第 1 回大会プログラム（図 7）の裏面に印刷さ
れた文章「帆走飛行について」はグライダーの重
要性を強くアピールするもので、当時のグライ
ダーに対する認識や期待をよく示すものです。そ
れによれば、昭和 15 年（1940）に予定されていた
東京オリンピックではグライダーが正式種目にな
る予定だったことが謳われ（実際には開会され
ず）、グライダーは機材が安価であること、発着
に本格的滑走路が不要であること、引火する燃料
がないため安全性が高いことなど航空スポーツと
しての適性が強調されています。グライダー競技
大会の実施は、表向きには航空の普及と技術の向
上を掲げていますが、スポーツとしての側面に加
え、将来の航空による国防への意識を高める意図
が併存していたと言えます。

なぜ薬師寺から発掘された?
　出土破片が第 2 回大会のために公式に準備され
たものであることはわかりましたが、グライダー
大会のための陶製プレートの破片がなぜ奈良の薬
師寺で出土したのか、その謎についてもみていき
ましょう。出土破片をよく観察すると、いずれも
素焼きで釉薬をかけて仕上げ焼成する前段階のも
のであること、また図1 の a 片と d 片、c 片と e
片に文様の重複が認められることから未完成品の
破片が複数出土していると判断できました。もし
大会会場（おそらく盾津飛行場）で受け取ったも
のが何らかの理由で奈良まで運ばれて土に埋まっ
たのであれば、釉薬がかかった完成品の破片とな
るはずですし、複数個受け取ったことも通常は考

図 10　  航空愛国運動絵葉書（筆者所蔵） 
（「グライダーを普及せよ」の一文がある）
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えにくいのではないかと考えます。つまり、未完
成品が複数出土する状況からは、薬師寺の近辺に
その制作工房が存在したと考えるのが自然です。
様々な人から話を聞いたり、古い地図を探したり
しているうちに、薬師寺北側、現在の西ノ京駅東
の隣接地に以前赤膚焼の窯元があったことを知り
ました。赤膚焼は江戸時代後期から大和郡山藩に
よって奨励され、現在も奈良の名産として知られ
る陶磁器です。この西ノ京駅東の窯は大正年間に
初代松田正柏が築窯したもので、その初代の急死

にともなって昭和 12 年（1937）に弱冠 22 歳で継
いだのが二代松田正柏（1912～1993）です。時代
的にはこの二代正柏と陶製プレートの時期は符合
するのですが、確実に二代正柏が制作したといえ
る証拠の探索はかなり難航しました。
　そうしたなか、二代正柏自身の手によるスク
ラップブックが残っているという情報が運よくも
たらされました。二代正柏は、大変生真面目な性
格だったようで、窯を引き継ぐ前後から晩年まで
継続して自身の掲載記事をスクラップして整理し

図 11　二代松田正柏によるスクラップの一部（「裸身の女神」は記者の勘違いか）
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ていたのです（図11）。国会図書館で検索しても
出てこなかった大阪毎日新聞奈良版をはじめ、今
はなき地方紙・業界紙の記事が目の前に現れまし
た。それらのおかげで、イカロスの陶製プレート
制作の背景を詳細かつ具体的に知ることができま
した。
　これらの記事をもとに考えられる制作背景は以
下の通りです。昭和 12 年（1937）7 月に日中戦争
が始まると、日本は長い戦争の時代に踏み入って
いきます。翌昭和 13 年（1938）4 月の国家総動員
法発布にともない、国を挙げて戦争に協力してい
く体制が整えられると、国内の金属資源は軍需産
業へと優先され、非軍事の用途に対する金属材料
の供給は制限されていきます。主催者から発注を
受けた生駒時計店からさらに注文を受けた二代正
柏は、金属製のメダルや賞牌を陶製品に置き換
え、かつ金属製に劣らない芸術性の高いものを生
み出すことで国に奉仕しようとイカロスの陶製プ
レートを生み出しました。二代正柏は他の大会の
陶製プレートも積極的に制作を続けていたよう
で、その活躍は第 1 回・2 回大会を主導していた
大阪毎日新聞の紙上で繰り返し称賛され、地元紙
である中和新聞や陶磁器窯業新聞などでも取り上
げられていました。若い二代正柏はちょうど第 2
回大会の最中に徴兵されるのですが、持病が発覚
して即日除隊となり、帰郷後も金属製品に劣らな
い芸術性の高い「陶器代用優良品」の制作に熱心
に取り組みました。
　以上のことから第 1 回大会以降の経緯をまとめ
ますと、金属製メダルが準備された第 1 回大会の
2 か月後、盧溝橋事件勃発を契機として日中戦争
が始まります。金属素材節約のため、翌年の第 2
回大会では金属メダルから陶製プレートに素材が
変更され、収納箱も桐箱から紙箱にダウングレー
ドされました。陶製プレートは、二代正柏が制作
を担当し、その制作途中で生じた失敗品が窯元周
辺に廃棄され、のちに造成などの要因で薬師寺の
敷地内の土に混入、それらが発掘調査で掘り出さ
れたというわけです。なお、第 3 回大会以降のメ
ダルやプレートは現時点で確認されていません。

女学生とメダル
　制作の背景や過程についてはほぼ決着がつきま

した。最後にこの陶製プレートの研究のきっかけ
となった第 1 回の金属製メダルをなぜ当時の高等
女学生が持っていたのかという謎にも迫りましょ
う。金属製メダルは第 1 回大会当時、羽衣高等女
学校（現・大阪 羽衣学園高等学校）2 年生だった
種子さんが手元で大切に保管し、亡くなる前に娘
のり子さんに託したものでした。前述したように
この時期は航空スポーツとしてグライダーが推奨
される世相だっただけでなく、昭和 7 年（1932）
女性として初めて大西洋単独横断飛行を達成した
アメリカ人飛行士アメリア・イアハートの活躍は
世界中から賞賛と注目を浴び、昭和 9 年（1934）
には西崎キクや馬淵テフ子が日本人女性初の海外
飛行を達成するなど女性の航空業界における活躍
が世界でも日本でも目覚ましい時代でもありまし
た。1920 年代から 30 年代の間に日本では約 30
人の女性が航空免許を取得したと言われていま
す。都会を中心に高等女学校の進学率も増加し、
卒業後に就職する女性も増え、昭和 6 年（1931）
にはエアガールと呼ばれた客室乗務員も日本で初
めて登場しています。そうしたニュースに触れた
であろう種子さんは、大いに刺激を受けたのでは
ないかと想像します。地元の金岡グライダークラ
ブに籍を置き、滑空機や滑空技術について学び、
空への憧れを膨らませていたのでしょう。大阪毎
日新聞の記事によれば、第 1 回大会では東京と大
阪からそれぞれ一人ずつ高等女学生が選ばれ、大
会の補佐をしていました。その一人、大阪代表が
種子さんで、記事では「高等女学校卒業後には飛
行学校に進み、滑空士さらには飛行家になりた
い」と将来の夢を語っています。記録には残って
いませんが、おそらく第 1 回大会で大役を果たし
たその労に対し金属メダルが授与されたのでしょ
う。同時期、羽衣高等女学校は学校 PR のために、
パイロットを目指す女学生と友人たちの群像劇を
映画「大空へ」として制作しています。モデルが
種子さんであることは言うまでもありませんが、
主人公を演じているのも種子さん自身で（図12・
13）、ラストシーンでは友人らが見守るなかパイ
ロット姿で水上飛行機（苅田氏のご教示によれば
堺水上飛行学校所属の 13 式練習機）に乗り込ん
で颯爽と大空へ飛び立ちます（実際の操縦はプロ
パイロットによる）。在校生が飛行士を目指すこ
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とが、当時の高等女学校においてポジティブに受
け止められ、広報として活用されていることは注
目できます。

おわりに
　日中戦争開始後の国民精神総動員や国家総動員
法発布により国家総力戦が謳われ、女性は銃後を
守るべきものという考えが浸透していくと、次第
に女性が航空スポーツや航空機に関わる機会は失
われていきました。その後の太平洋戦争や続く戦
後の混乱期など激動のなかで、種子さんが自身の
夢をあきらめざるを得ない状況におかれたことが
推察されます。しかし、種子さんがひとしれず大
切に保管していた金属製メダルの存在こそが、今
回の調査を進める上で重要な鍵となり、当時の女
性と航空の関係を再発見する契機となったことは
間違いありません。
　奈良盆地のどこからでも見える生駒山ですが、
戦前にグライダー大会が行われていたことは現在
の地元奈良でもほとんど知られていません。薬師
寺出土の小さな焼きもの片からスタートしたこの

調査の成果は、種子さんの金属製メダル、日本航
空協会所蔵品、二代正柏のスクラップブックどれ
を欠いてもたどり着けないものでした。いずれも
日本の昭和戦前期における航空スポーツの歴史と
それを取り巻く社会背景を物語る貴重な文化財と
言えるかと思います。
　また、考古学は単に古い時代の遺物を研究する
だけでなく、近現代の歴史の解明にも大きな役割
を果たすことができることも示せたかと思いま
す。研究者であるかないかを問わず、今後もこう
した地道な調査と保存の取り組みが絶やさず続け
られていくことが、日本の歴史を正しく理解し、
未来へと伝えるために不可欠であるといえるで
しょう。本文が、時代を問わず読者のみなさまの
身の回りの文化財にも目を向けるきっかけになれ
ば幸いです。

図 12　映画撮影のためパイロット姿の種子さん

図 13　羽衣高等女学校のPR映画「大空へ」のワンシーン
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